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社
会
福
祉
法
人
七
峰
会

　
理
事
長
　
大
平
　
和
夫

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
の
改
革
を
柱

と
す
る
改
正
社
会
福
祉
法
が
１
月
か
ら

の
通
常
国
会
を
経
て
６
月
に
発
表
さ
れ

平
成
29
年
４
月
１
日
（
一
部
は
平
成
28

年
４
月
１
日
）
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
社
会
福
祉
法
人
の
改
革
の
ポ

イ
ン
ト
は
４
つ
有
り
ま
す
。

　

一
つ
に
は
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ

り
評
議
員
会
の
義
務
設
置
と
評
議
員
・

理
事
・
理
事
長
・
監
事
の
権
限
や
義

務
・
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
や
機
能
を
高
め
、
社
会
福
祉
法
人

の
体
制
を
整
え
る
事
で
す
。

　

二
つ
に
は
財
務
内
容
を
整
理
し
て
施

設
拡
充
・
整
備
計
画
や
公
益
事
業
の
実

施
、
更
に
役
員
報
酬
等
の
手
続
き
を
客

観
的
に
し
、
財
務
規
律
を
明
確
に
す
る

仕
組
み
を
作
る
事
で
す
。

　

三
つ
に
は
法
人
の
透
明
性
を
高
め
る

た
め
に
外
部
監
査
の
導
入
や
第
三
者
評

価
の
実
施
、
こ
れ
迄
の
閲
覧
資
料
の
範

囲
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
公
表
す
る
事
で
す
。

　

四
つ
目
に
は
行
政
と
社
会
福
祉
事
業

の
挟
間
に
あ
る
社
会
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
地
域
公
益
事
業
が
社
会
福
祉
法
人

に
義
務
付
け
さ
れ
る
事
で
す
。

　

こ
れ
等
に
つ
い
て
社
会
福
祉
法
人
七

峰
会
で
は
こ
の
一
年
余
り
で
対
応
で
き

る
様
に
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
昨
年
一
年
間
法
人
の
理
念
に
つ
い

て
会
議
や
研
修
等
で
内
容
の
説
明
を
し

て
き
ま
し
た
。
各
施
設
グ
ル
ー
プ
で
は

こ
の
理
念
に
沿
っ
て
自
己
の
施
設
グ

ル
ー
プ
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
事

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

中
長
期
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
事
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
職
員

育
成
の
た
め
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
早
々
今
年
は
忙
し
く
な
り
そ
う

で
す
が
、
法
人
全
体
が
一
致
し
て
事
に

あ
た
り
、
良
い
一
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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お
子
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す

さ
あ
‼
働
こ
う

新
し
い
年
を
迎
え
、
平
成
27
年
度
も
残

す
と
こ
ろ
３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
へ
の
入
学
や
高
等
部
卒
業
を
控
え
て
い

る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
が
４
月
か

ら
の
新
し
い
生
活
に
向
け
た
準
備
を
本
格

的
に
始
め
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
支
援

専
門
員
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
果

的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必

要
と
し
て
い
る
支
援
を
、
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
計
画
作
成
と
い
う
形
で
具
体
化
し
、

お
子
さ
ん
と
事
業
所
な
ど
を
橋
渡
し
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
を

支
援
す
る
際
も
、
心
身
の
状
況
や
環
境
、

意
向
な
ど
を
お
聞
き
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
相
談
し
た
上
で
、
関
係
機
関
へ
の
手

続
き
の
お
手
伝
い
や
事
業
所
な
ど
を
選
定

す
る
際
の
情
報
提
供
や
見
学
へ
の
同
行
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
決
定
し
た
後
も
、
一
定
期
間

ご
と
に
お
子
さ
ん
や
関
係
機
関
か
ら
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
支
援
内

容
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
か
ら
小
学
校
に

入
学
す
る
時
や
、
就
学
期
を
終
え
て
社
会

に
出
る
時
な
ど
が
特
に
、
お
子
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
相
談
支
援
事
業

『
就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き
』
は
、一
般

企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
々
に
求
め

ら
れ
る
知
識
・
技
術
を
得
る
た
め
の
事
業

所
で
す
。
事
業
所
内
で
の
作
業
訓
練
や
対

人
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
企
業
に
直
接

赴
い
て
施
設
（
事
業
所
）
外
就
労
、
職
場

実
習
等
、
様
々
な
訓
練
を
通
し
て
ど
の
よ

う
な
仕
事
が
自
分
に
向
い
て
い
る
の
か
を

見
極
め
、
就
職
に
向
け
た
道
筋
を
見
出
せ

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
施
設
（
事
業
所
）
外
就
労
で

の
訓
練
は
、
企
業
で
働
く
雰
囲
気
を
体
験

し
つ
つ
、
支
援
員
と
一
緒
に
安
心
し
て
作

業
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
就
職
し
た
際
の

イ
メ
ー
ジ
の
獲
得
や
、
作
業
報
酬
と
し
て

の
賃
金
を
得
る
こ
と
で
、
働
く
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

開
所
以
来
、
延
べ
100
名
を
超
え
る
方
々

が
、
地
域
の
企
業
の
多
大
な
協
力
に
よ
り

就
職
の
夢
を
叶
え
、
様
々
な
職
場
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
人
、
Ａ
さ
ん

は
、
１
年
４
ヶ
月
の
利
用
期
間
を
経
て
昨

年
７
月
に
雑
貨
店
に
就
職
し
ま
し
た
。

「
就
職
で
き
て
よ
か
っ
た
。」「
い
ろ
い
ろ

と
仕
事
を
覚
え
て
頑
張
り
た
い
。」
と
、

働
く
こ
と
を
通
し
て
、
生
活
全
般
に
意
欲

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
を
話
し
て

い
ま
す
。

所
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
化
し
て
も

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
支
援
を
一
貫
し
て

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
集

め
、
学
校
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

と
い
っ
た
関
係
機
関
、
お
子
さ
ん
を
育
む

家
庭
と
を
繋
げ
る
支
援
を
担
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
に
は
相
談
支
援

事
業
所
が
６
ヶ
所
あ
り
、
種
別
や
お
住
ま

い
の
地
域
な
ど
で
事

業
所
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。お
子

さ
ん
の
個
性
に
応
じ

た
幅
広
い
支
援
が
行

え
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
12
月
現
在
、
９
名
の
方
が

「
就
職
」
を
果
た
し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ

こ
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
勤
め
を
継
続
し

て
自
ら
が
目
指
す
生
活
を
叶
え
る
と
い
う

こ
と
、
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
と
生
涯

に
わ
た
り
生
き
生
き
と
誇
り
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
常
に
願
い
な
が

ら
、
熱
く
、
厚
く
応
援
し
ま
す
。

１　
指
定
相
談
支
援
事
業
所
ビ
リ
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ブ（
弘
前
市
熊
嶋
）

�
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５
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４
０
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５
０
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支
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市
東
岩
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）
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☎
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５
－
８
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３
３

４　
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光
園
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弘
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東
岩
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☎
９
６
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２
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３
１

５　
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光
園
相
談
支
援
事
業
所（
平
川
市
猿
賀
）

�

☎
５
７
－
５
１
５
５

６　
弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
弘
前
市
委
託
）

�

（
弘
前
市
土
手
町
）

�

☎
３
１
－
２
４
０
０

施設（事業所）外就労就労サポートひろさき
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虐
待
防
止
へ
の
　
　
　

　
　
真
剣
な
取
り
組
み

秋
の
里
お
祭
り
広
場
、
開
催

近
年
、
高
齢
者
施
設
及
び
障
が
い
児
者

施
設
に
お
け
る
虐
待
事
例
が
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
様
々
な
形
で
報
道
さ
れ
、
胸
を
痛

め
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
知
的
障
が
い
の
方
々
へ
の
虐

待
事
例
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

「
児
童
虐
待
防
止
法
」「
高
齢
者
虐
待
防

止
法
」
に
続
き
、
平
成
24
年
10
月
、「
障

害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
第
三
条
に
は
「
何
人
も
、
障
害
者
に

対
し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
明

記
さ
れ
、
法
的
に
も
虐
待
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、「
障
害
者
基
本
法
の

一
部
改
正
」、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
な

ど
権
利
擁
護
・
人
権
擁
護
の
た
め
の
法
整

備
が
な
さ
れ
、
平
成
27
年
１
月
20
日
、
我

が
国
は
「
障
害
者
権
利
条
約
」
を
批
准
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
方

へ
の
虐
待
防
止
は
も
と
よ
り
、
権
利
擁
護

に
つ
い
て
も
国
の
責
任
と
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
が
国
際
的
に
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
９
月
３
日
～
４
日
、『
青
森
県
知

的
障
害
者
福
祉
協
会
』
主
催
の
職
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、『
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
』、

『
拓
心
館
グ
ル
ー
プ
』
の
職
員
21
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
テ
ー
マ
は

「
私
た
ち
は
虐
待
を
絶
対
に
許
さ
な
い
！
」

で
あ
り
、
知
的
障
が
い
関
係
の
施
設
が
一

平
成
27
年
９
月
５
日
（
土
）、
秋
の
気

配
を
感
じ
る
涼
し
い
天
候
の
下
、
毎
年
恒

例
の
『
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ
』「
秋
の

里
お
祭
り
広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
入
居
者
の
皆

さ
ん
に
も
本
格
的
な
お
祭
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
出
店
は
昨

年
か
ら
露
天
商
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
弘
前
市
か
ら

黒
石
市
の
露
天
商
組
合
の
皆
様
に
引
き
継

が
れ
、
地
元
の
黒
石
焼
き
そ
ば
に
加
え
、

人
気
の
焼
き
鳥
、
貝
焼
き
の
出
店
が
並

び
、
園
庭
に
色
鮮
や
か
な
出
店
の
暖
簾
が

並
び
ま
し
た
。

ま
た
、
角
田
町
会
の
皆
様
が
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
ね
ぷ
た
絵
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
っ
て
お
り
、
活
気
み
な
ぎ
る
絵
が

今
年
も
舞
台
を
華
や
か
に
飾
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

園
庭
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
迎
え
、

出
店
か
ら
の
食
を
そ
そ
る
香
り
が
漂
い
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
る
笑
い
声
や

子
供
た
ち
の
声
が
入
り
混
じ
り
、
夏
祭
り

と
勘
違
い
す
る
ほ
ど
の
に
ぎ
や
か
さ
で

し
た
。

今
年
も
、『
障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

く
ろ
い
し
』
の
八
甲
町
会
、
そ
し
て
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
住
所

丸
と
な
っ
て
虐
待
を
撲
滅
す
る
と
い
う
決

意
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修

会
で
は
、
虐
待
が
発
生
す
る
構
造
的
な
問

題
や
、
支
援
者
の
技
術
・
知
識
の
不
足
な

ど
が
発
生
の
要
因
と
な
る
こ
と
な
ど
、
実

践
に
即
し
た
多
く
の
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
法
人
は
、
法
人
内
部
研
修
に
「
権
利

擁
護
・
虐
待
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会
を
組
み
入
れ
、
よ
り
高
い
人
権
擁
護

の
意
識
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
各
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
も
、
内
部
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、

「
身
体
的
虐
待
」
だ
け
で
は
な
く
、「
経
済

的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」

「
放
棄
・
放
任
に
よ
る
虐
待
」
の
す
べ
て

が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
職
員
教

育
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
及
び
障
が
い
児
者
の
方
々
の
人

権
を
守
り
虐
待
防

止
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
福
祉
施
設

職
員
の
当
た
り
前

の
責
務
で
す
。

日
々
研
鑚
を
積

み
、
利
用
し
て
下

さ
る
方
が
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
事
が
で
き
る

よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

を
置
く
角
田
町
会
、
緑
町
町
会
、
柵
ノ
木

町
会
、
在
宅
支
援
を
総
合
的
に
行
う
『
山

郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石
』
の
甲
大

工
町
町
会
の
皆
様
の
沢
山
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
元
気
な
演
奏
で
祭

り
に
華
を
添
え
て
く
だ
さ
っ
た
『
黒
石
市

立
東
小
学
校
』
の
吹
奏
楽
部
の
子
供
さ
ん

た
ち
を
は
じ
め
、
保
育
実
習
や
介
護
実
習

等
の
学
生
の
皆
様
や
、
地
域
の
方
々
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
盛
況
に
「
秋
の
里
お
祭
り
広

場
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
の
里
お
祭
り
広
場
」
で
の
身
近
な

交
流
を
大
切
に
し
、
地
域
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支 援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず ☎

○
２
９
４
１

97

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
８
５
３
３

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
相
談
支
援
事
業
所

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

指
定
相
談
支
援
事
業
所
ビ
リ
ー
ブ

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
５
７
４
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 82 37 82 82 82 82 57 57 57 57 53 55 973337888888 5396 96 96 96 96 96 96

○
平
成
27
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

�
（
平
成
27
年
11
月
20
日
）

表
彰
職
員

　
法
人
本
部�

大
平
　
和
夫

�

外
﨑
　
淑
民

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�
工
藤
　
敏
夫

�
工
藤
　
雅
治

�
米
川
　
雅
子

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

高
橋
　
正
安

�

木
村
め
ぐ
み

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

工
藤
　
伸
役

　
旭
光
園
グ
ル
ー
プ�

油
川
　
瑞
緒

�

寺
島
　
育
夫

�

三
上
千
代
志

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

黒
石
　
陽
子

　
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ�

和
田
　
敦
子

�

工
藤
む
つ
子

○
第
64
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会

�

（
平
成
27
年
11
月
12
日
）

表
彰
職
員

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

西
村
　
五
月

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

熊
谷
み
ど
り

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

木
村
　
紀
子

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

坂
本
　
重
子

　
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ�

村
山
　
敦
子

○
平
成
27
年
度
弘
前
市
社
会
福
祉
大
会

�

（
平
成
27
年
11
月
20
日
）

表
彰
職
員

　
法
人
本
部�

赤
石
　
純
悦

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

髙
橋
　
秀
彰

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

阿
保
　
育
子

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

一
戸
笑
美
子

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

倉
光
　
美
子

�

田
村
千
賀
子

　
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ�

大
家
千
佳
子

○
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会

　

職
員
就
業
規
則
に
基
づ
く
表
彰
職
員

第
38
条
第
１
項
第
１
号

全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議

実
践
発
表
最
優
秀
賞

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

佐
藤
　
加
奈

第
38
条
第
１
項
第
２
号

永
年
勤
続
（
30
年
）

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

工
藤
　
雅
治

�

菊
池
　
雅
博

　
旭
光
園
グ
ル
ー
プ�

油
川
　
瑞
緒

第
38
条
第
１
項
第
４
号

社
会
的
功
績

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

竹
谷
美
和
子

第
38
条
第
１
項
第
５
号

優
良
運
転
者
免
許
証
交
付

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�
田
中
　
彩
子

�

菊
池
　
雅
博

�

松
林
　
ゆ
み

�

二
本
栁
由
佳

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

松
居
　
宣
好

�

大
川
　
　
梢

�

田
中
み
の
り

�

小
山
み
つ
代

�

成
田
　
優
子

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

外
﨑
　
理
香

�

鳴
海
　
　
穂

�

佐
藤
　
吏
穂

�

阿
部
　
光
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

記

後
集

編
　

新
年
を
迎
え
、
北
国
津
軽
は
本
格

的
な
雪
と
の
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
前
号
100
号
の
記
念
号
発

行
後
に
法
人
広
報
紙
の
創
刊
号
発
行

の
初
心
を
振
り
返
り
、
今
回
新
た
な

「
峰
の
ひ
か
り
」
の
出
発
と
し
て
、

七
峰
会
へ
の
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支

援
を
下
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
、
よ
り

充
実
し
た
紙
面
の
提
供
と
な
る
よ
う

に
検
討
の
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。
今

後
は
、「
社
会
福
祉
の
動
向
を
判
り

や
す
く
伝
え
る
。」「
法
人
の
理
念
を

展
開
す
る
方
向
を
理
解
し
て
頂
く
。」

「
法
人
の
取
り
組
み
状
況
や
新
た
な

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。」「
発
行
ご

と
に
テ
ー
マ
を
設
け
る
。」「
福
祉
に

関
す
る
疑
問
や
悩
み
に
で
き
る
だ
け

応
え
る
。」
等
を
意
図
し
、
今
回
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

�

佐
々
木
靖
子

�

伊
藤
　
歩
美

　
旭
光
園
グ
ル
ー
プ�

奈
良
　
浩
喜

�

工
藤
み
ゆ
き

�

駒
井
　
千
春

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

中
嶋
　
　
恵

�

須
藤
　
綾
子

�

對
馬
ミ
ド
リ

�

大
和
田
ち
ぎ
子

�

加
藤
　
　
徹

　
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ�

田
沢
　
　
瞳

�

大
平
　
善
人


